
講演会のご案内

コロナ後の世界経済と
市場展望

日時
2020 年8 月 19 日（水）
16：00～ 17：30（受付開始15：30）

会場
日経茅場町カンファレンスルーム
東京都中央区日本橋茅場町2-6-1
日経茅場町別館地下1階

講師略歴

参加料（消費税込み）
当日会場にて電子マネー/現金でお支払
い下さい。

①1,000 円 CMA、CIIA、一
般会員、個人賛助会員、法人会
員・法人賛助会員の役職員、検定
会員補、CMA受講生、大学生
②無料 ①のうち首都圏（※）
以外に居住される方（勤務先が首
都圏の方を除く）
③2,100円 日本証券アナリスト
協会認定PB資格取得者（上記①
以外の方）
④1,000円 同PB資格取得者
で首都圏（※）以外に居住される
方。ただし、勤務先が首都圏の方を
除く。
⑤3,100円 上記①～④以外の
方

申込方法
をクリックし、該当講演会の

「受付中」をクリックして下さい。入力・
送信の上、参加申し込み完了メール
を「参加証」として印刷し、当日は会場
受付に提出して下さい。
マイページに登録している方（ID・パス
ワード取得者）は、マイページからお申
込み下さい。

問合せ先
日本証券アナリスト協会
講演会・セミナー担当
ﾒｰﾙ seminar@saa.or.jp

コロナ禍はイノベーションの３要素、技術、資本、市場(ニーズ)を見事に揃え
た。ネットデジタル化が急進展し、ビジネスとライフスタイルが根底的に変革され
る。市場ニーズに対して、5Gをはじめ新技術が解を提供する競争が始まった。
金融と財政の空前の緩和、同時に進行する株高が、巨額のリスクキャピタル
を提供している。緩慢に進行していた情報ネット革命が、コロナにより堰を切っ
たような奔流に変わった。アフターコロナの経済風景は一変する。とすれば株価
がコロナ前の水準に戻るどころではない、壮大な長期上昇が今アクセルを伴っ
て始まったというべきである。

講演内容

1973年 横浜国立大学経済学部卒業後、大和証券に入社。1988年
大和総研アメリカでチーフアナリストとして米国のマクロ・ミクロ市場を調査。
1997年ドイツ証券調査部長兼チーフストラテジスト、2005年ドイツ証券
副会長を経て、2009年 株式会社武者リサーチを設立。テレビ朝日、
BS11、日経CNBC、BS東京モーニングプラス、BSフジプライムニュース、
ストックボイス、ラジオNIKKEI、文化放送等にコメンテーターとして出演。
著書に『結局、勝ち続けるアメリカ経済一人負けする中国経済』『史上最
大の「メガ景気」がやってくる』日本の将来を楽観視すべき五つの理由 等。

講師

申込み期限
2020年
8月12日（水）

（※）東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県

こちら

申込はこちら

地 図

武者 陵司（むしゃ りょうじ）氏 CMA
株式会社 武者リサーチ 代表
ドイツ証券株式会社 アドバイザー
ドイツ銀行東京支店 アドバイザー

新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点から、風邪症状のある方は参加をご遠慮
いただく、マスクの着用、手指消毒などのご対応をお願いすることがあります。また、お申し
込み後に参加者数を限定することがあります。ご理解・ご協力をよろしくお願い致します。

急告：本講演会は、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大している状況を受け、開催中止を
決定いたしましたので、お知らせいたします。
（9月18日以降 動画配信予定）

https://www.saa.or.jp/dc/event/apps/seminar/SeminarShowList.do
http://www.saa.or.jp/seminar/news/pdf/kayabacho_conference_map.pdf
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